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Chapter１
生産性向上の定義
業界の生産性
弊社による生産性向上支援実績
税理士事務所の生産性が低い要因
税理士業界を取り巻く外部環境
税理士事務所の退職理由BEST3
業界の魅力

Chapter2
生産性向上のアプローチ①
業務標準化（=属人性の排除）

Chapter3
生産性向上のアプローチ②
情報共有化（=組織力発揮）
業務効率化

Chapter4
生産性向上のアプローチ③
職員教育
見える化（=業務の把握・職員評価）
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生産性向上のアプローチ

3

生産性を高めるためのアクション

見える化（=業務の把握・職員評価）

業務標準化（=属人性の排除）

情報共有化（=組織力発揮）

業務効率化

職員教育

時短
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職員教育

職員教育は最重要経営課題のひとつ

理念教育（あるべき姿、目指す方向性、価値観）

知識教育

ビジネスマナー
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職員教育

理念教育（あるべき姿、目指す方向性、価値観）

■所訓
私達は自利利他の精神に基づき、お客様の明日への発展のために今日一日を価値あるものとします。

■改善の前提
・自分が変われば相手も変わる
・常に相手に良い影響を与えること
・常に相手に迷惑をかけないようにすること
・常に相手に自分の意思を伝えること
・常に甘えの精神を捨てること

■仕事の姿勢３つのポイント
・プラス発想
できないだけが答えでない、 ならばどうしたら可能か。いくつかの道を探り出すことが仕事であると心得ること

・だろうの排除
言っただけでなく、必ず現場主義・現物主義で、事前事後のチェック・フォローを、どこまで徹底するかが決め手と心得ること

・もうちょっと主義
９９点の仕上がりは０点と同じ。 常に最低１００点の仕事にプラスアルファして初めて、 プロとしての報酬を頂ける事を心得ること

・常に原因は自分にないかと反省すること
・常に相手に思いやりを持つこと
・常に相手との信頼関係を確立すること
・常に相手に感謝すること
・常にけじめをつけること
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職員教育

理念教育（あるべき姿、目指す方向性、価値観）

■役員講話

役員とのコミュニケーションを通じて、経営理念の理解を深める場
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職員教育

知識教育(名南式）

■研修
・守秘義務研修
・倫理研修
・セキュリティ研修
・決算研修
・研修動画視聴（はじめての月次・決算・確定申告・法人税・消費税・所得税）
・担当者認定試験（筆記試験、ロープレ試験）
・税制改正、診療報酬改定研修
・税務通信テスト
・TKC巡回監査士補
・MMPG（メディカル・マネジメント・プランニング・グループ）資格認定試験

名南における教育の考え方 「押し得る」

水は低きに流れる。「職員の自主性に任せる」は理想だが、現実は無法地帯に。
事務所として教育制度を整え、学習する組織にしていく仕組みを作る。
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見える化（=業務把握・職員評価）

見える化（スケジュール・業務進捗）

スケジュールの見える化

業務進捗の見える化
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見える化（=業務把握・職員評価）

見える化（資料回収・対応履歴）

資料回収の見える化

対応履歴の見える化

税理士法において使用人（所長先生）は使用者（職員）の監督義務がある。知らなかったでは済まされな
い。何を報告するかを職員に委ねてしまうと、都合の良い内容は共有されるが、そうでない報告は挙がっ
てこなくなるリスクがある。そのためにも基本は全ての面談履歴を報告させる必要がある。
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見える化（=業務把握・職員評価）

見える化（生産性・チャット）

生産性の見える化

チャットの見える化
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見える化（=業務把握・職員評価）

見える化（職員評価）

一人一人の職員の顔が見える会計事務所に大企業の評価制度を導入すると失敗する。

最適なのは“認定方式”。「実はもう決めている…」

だったら腹づもりを起点としたアプローチが必要。

「なぜ彼はそこなのか」「なぜそう思えるのか」を追求する。

最後は説明力がカギを握る。説明力を高めるために“見える化”する。

・見える化されている客観的事実から評価の材料を収集し共有する！
・「頑張った」「よくやった」という超主観ワードはNG！

ドンブリ勘定をベースにして、評価制度を構築
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見える化（=業務把握・職員評価）

自己申告書

自己申告書を提出してもらうことで所長が見えていない部分をあぶり出す。これにより本人評価と上司評価の
ギャップを把握し、面談を通じてギャップを埋める。ギャップがあまりにも大きい場合、信頼関係の崩壊につながる。
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株式会社名南経営ソリューションズ

カスタマーサクセスグループ 東京事務所

〒101-0051

東京都千代田区神田神保町1-105-17F

TEL:03-5282-8131／FAX:03-5281-7021

ご清聴ありがとうございました


